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■
環
日
本
海
経
済
圏
の
成
立
経
緯

環
日
本
海
経
済
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
の
は
、
一

九
八
八
年
に
新
潟
県
の
日
本
海
経
済
研
究
会
が
主
催

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
契
機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。当

初
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
ロ
シ

ア
（
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
）
、
中
国
（
中
華
人
民
共
和

国
）
と
日
本
を
含
め
わ
ず
か
三
カ
国
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
そ
の
後
、
韓
国
（
大
韓
民
国
）
、
北
朝
鮮

（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）、
モ
ン
ゴ
ル
が
加
わ

り
、
現
在
で
は
六
カ
国
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

■
環
日
本
海
経
済
圏
の
特
色
と
可
能
性

環
日
本
海
経
済
圏
は
、
一
つ
の
経
済
の
ま
と
ま
り

で
は
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
）
と
か
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由

貿
易
協
定
）
と
は
、
性
格
が
異
な
る
。

Ｅ
Ｕ
に
は
議
会
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
加
盟
国
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
環
日
本
海
経
済
圏
に
は
そ

う
い
う
も
の
が
な
く
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
自
然

経
済
領
域
と
訳
す
。

互
い
に
補
完
性
の
あ
る
国
の
間
で
経
済
圏
を
形
成

2

世
紀
の
日
本
と

21
環
日
本
海
経
済

社
団
法
人
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

顧

問
　

金
森
　
久
雄

（
講
演
要
旨
）

荘
銀
総
合
研
究
所
の

創
立
記
念
講
演
会
が
去

る
四
月
二
日
、
山
形
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
社
団
法
人
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
顧

問
（
環
日
本
海
経
済
研
究
所
理
事
長
・
荘
銀

総
合
研
究
所
顧
問
）
の
金
森
久
雄
氏
が
「
二

十
一
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
で

あ
る
。
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す
る
の
が
現
在
の
考
え
方
で
あ
る
。
補
完
性
に
は
二

種
類
あ
っ
て
、
一
つ
は
水
平
的
な
補
完
性
で
あ
る
。　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
圏
は
こ
の
性
格
が
強
い
。　一
方
、　

環
日
本
海
経
済
圏
は
垂
直
的
な
補
完
性
が
大
変
強

い
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
は
鉱
産
物
資
源
（
石
油
、
天

然
ガ
ス
、
鉄
鉱
石
等
）、
木
材
資
源
（
エ
ゾ
松
、
カ

ラ
松
）
、
水
産
資
源
（
サ
ケ
、
マ
ス
、
ニ
シ
ン
）
の

宝
庫
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
に
は
豊
富
な
労

働
力
が
あ
る
。
中
国
の
東
北
三
省
（
吉
林
省
、
黒
竜

江
省
、
遼
寧
省
）
に
は
約
一
億
人
の
人
口
が
あ
る
。

ま
た
、
韓
国
と
日
本
に
は
資
本
と
技
術
が
あ
る
。
天

然
資
源
と
労
働
力
、
資
本
と
技
術
が
一
体
化
し
て
経

済
が
発
展
す
る
と
い
う
条
件
が
整
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
環
日
本
海
経
済
圏
の
基
礎
が
あ
る
。

■
各
国
の
取
り
組
み

環
日
本
海
経
済
圏
で
最
も
熱
心
な
取
り
組
み
を
み

せ
て
い
る
の
は
、
中
国
の
東
北
三
省
、
特
に
吉
林
省

で
あ
る
。
中
国
の
東
北
地
方
は
日
本
海
へ
の
出
口
が

な
い
た
め
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
北
朝
鮮
と
協
力
し
て
日

本
海
へ
の
出
口
を
切
り
開
き
、
市
場
を
拡
大
し
よ
う

と
い
う
意
欲
が
非
常
に
強
い
。

ロ
シ
ア
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
政
権
を
取
っ
て
以

降
の
一
九
八
六
年
七
月
に
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
宣
言
」

を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
ロ
シ
ア
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
国
家
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
で
、
二
〇
〇
〇
年

ま
で
の
極
東
総
合
開
発
計
画
を
発
表
し
た
。
最
近
、

一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
五
年
ま
で
を
対
象
と
す
る

「
極
東
ザ
パ
イ
カ
ル
長
期
発
展
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
極
東
ア
ジ
ア
と
日
本
海
の
結
び
つ
き
を
強
調

し
て
い
る
。

韓
国
は
、
中
国
の
吉
林
省
に
エ
ン
ペ
ン
朝
鮮
族
自

治
州
が
あ
り
、
そ
こ
で
非
常
に
熱
心
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
は
、
環
日
本
海
の
開
発
に
よ
り
出
口
を

求
め
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
日
本
海
沿
岸
の
自
治
体
が
中
心
で
あ

る
。
戦
後
、
日
本
の
経
済
が
太
平
洋
側
を
中
心
に
発

展
し
た
た
め
、
日
本
海
側
の
発
展
が
著
し
く
遅
れ
そ

の
遅
れ
を
環
日
本
海
経
済
圏
の
形
成
に
よ
っ
て
回
復

し
よ
う
と
各
県
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

■
交
易
、
交
流
の
実
例

環
日
本
海
経
済
圏
と
い
わ
れ
出
し
た
一
〇
年
間

で
、
最
も
拡
大
し
た
の
は
国
境
貿
易
で
あ
る
。

中
国
と
ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
、
国
境
問
題
に
関
す

る
緊
張
状
態
が
氷
解
し
て
以
降
、
ビ
ザ
な
し
で
交
流

が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。
当
時
、
ロ
シ
ア
極
東
の

沿
海
州
で
は
中
国
産
の
消
費
物
資
か
溢
れ
て
い
る
と

い
う
状
況
が
生
じ
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
以
降
、

ビ
ザ
な
し
の
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
後
、
中

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済
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露
国
境
貿
易
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
に
お
い
て
は
再
び
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
顕
著
な
の
は
合
弁
企
業
の
設
立
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
極
東
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
北
朝
鮮
、
中
国
、

韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の

合
弁
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
も

進
出
し
て
い
る
。　
ホ
テ
ル
、　
オ
フ
ィ
ス
、　
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
日
本
の
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。

中
国
の
東
北
地
区
は
中
小
企
業
の
誘
致
に
非
常
に

熱
心
で
あ
る
。
黒
竜
江
省
に
三
江

サ
ン
コ
ウ

平
原
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
酒
田
の
平
田
牧
場
の
新
田
さ
ん
が
、

そ
こ
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
船
積
み
し
て
極
東
ロ
シ

ア
の
ア
ム
ー
ル
川
、
間
宮
海
峡
を
経
由
し
て
酒
田
ま

で
持
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
九
二
年
に
始
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
子
は
ア
メ

リ
カ
産
の
種
子
で
、
黒
竜
江
省
の
土
地
改
良
に
は
新

潟
県
の
農
家
の
佐
野
さ
ん
い
う
方
が
協
力
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
酒
田
の
新
田
さ
ん
が
運
ん
で
き
て
牧

場
の
エ
サ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
環
日
本
海
に
お
け

る
国
際
協
力
の
一
つ
の
見
本
で
あ
る
。

■
注
目
さ
れ
る
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

開
発

も
う
一
つ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
開
発
の
事
例
と

し
て
、
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

開
発
が
あ
げ
ら
れ
る
。
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

は
北

朝
鮮
と
中
国
の
国
境
を
流
れ
日
本
海
に
注
ぐ
全
長
五

一
六

キ　
ロ

メ
ー　

ト
ル　

の
大
河
で
あ
る
。
そ
の
河
口
地
区
は
中

国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
三
カ
国
が
国
境
を
接
し
て

い
る
。
こ
こ
を
三
カ
国
共
同
し
て
開
発
し
よ
う
と
す

る
計
画
が
九
年
前
か
ら
あ
る
。
中
国
の
黒
竜
江
省
、

北
朝
鮮
の
羅
津

ナ

ジ

ン

・
先
鋒

ソ
ン
ポ
ン

自
由
貿
易
地
帯
、
ロ
シ
ア
の

ザ
ル
ビ
ノ
の
三
地
域
を
結
ぶ
共
同
開
発
に
関
し
て
国

連
が
関
与
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

当
初
、
関
係
三
カ
国
が
そ
れ
ぞ
れ
土
地
を
拠
出
し

て
株
式
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
会
社
を
中
心
に
国
際

的
な
開
発
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に

新
し
い
開
発
方
式
で
、
世
界
的
に
も
注
目
を
浴
び
た

が
、
残
念
な
が
ら
最
終
段
階
で
各
国
の
土
地
の
拠
出

が
問
題
と
な
っ
て
成
功
し
な
か
っ
た
。

現
在
で
は
、
国
境
を
接
す
る
三
カ
国
が
そ
れ
ぞ
れ

経
済
特
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経
済
協
力
に

つ
い
て
は
調
整
委
員
会
に
お
い
て
調
整
す
る
と
い
う

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
十
二
月
に
調
整

委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
中
国
、

北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
三
カ
国
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
韓

国
と
モ
ン
ゴ
ル
が
加
わ
っ
て
、
合
計
五
カ
国
で
あ
る
。

こ
の
地
域
内
の
動
き
を
個
別
に
み
る
と
、
ま
ず
中

国
は
、
琿
春

フ
ン
チ
ュ
ン

と
い
う
人
口
約
二
五
万
人
の
都
市
を
前

進
基
地
と
し
て
、
こ
れ
を
将
来
一
〇
〇
万
入
程
度
の

都
市
に
し
よ
う
と
着
々
と
開
発
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
で
は
、
羅
津

ナ

ジ

ン

・
先
鋒

ソ
ン
ポ
ン

と
い
う
二
つ
の
都
市

を
中
心
と
し
て
自
由
貿
易
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

そ
の
規
模
は
約
七
四
〇
平
方

キ　
ロ

メ
ー　

ト
ル　

で
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
よ
り
も
大
き
く
、
こ
こ
へ
は
ビ
ザ
な
し
で
入
国
が

可
能
で
、
関
税
な
し
で
輸
出
入
が
で
き
、
送
金
も
自

由
で
、
資
本
主
義
的
な
経
営
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
か
ら
は
、
新
潟
か
ら
船
で
直
接
北
朝
鮮
の
羅
津

ナ

ジ

ン

ヘ
ビ
ザ
な
し
で
入
国
で
き
る
。
中
国
か
ら
は
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

を
渡
り
北
朝
鮮
に
入
国
で
き
る
。
中
国
と
北
朝　
鮮　
の　

間　
で　
は　
自　
由　
な　
広　
域　
市　
場　
も　
開　
か　
れ　
て　
お　
り　
、　
中
国
人

が
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
を
自
由
広
域
市
場
に
持
ち
込
み
、

そ
こ
で
北
朝
鮮
の
海
産
物
と
交
換
す
る
と
い
っ
た
市

場
経
済
方
式
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。　羅
津　

ナ

ジ

ン

・　
先
鋒

ソ
ン
ポ
ン

自
由

貿
易
地
帯
に
は
香
港
の
ホ
テ
ル
、
タ
イ
の
通
信
会
社

な
ど
が
進
出
し
て
お
り
、
新
し
い
大
型
の
経
済
投
資

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
吉
林
省
の
観
光

客
が
バ
ス
で
北
朝
鮮
に
入
国
し
、
北
朝
鮮
の
海
岸
で

海
水
浴
や
釣
り
を
す
る
と
い
っ
た
観
光
も
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
羅
津

ナ

ジ

ン

の
港
に
は
韓
国
の
釜
山

プ

サ

ン

港
と
の
間

に
週
一
便
コ
ン
テ
ナ
船
が
往
復
し
て
い
る
。
コ
ン
テ

ナ
船
は
釜
山

プ

サ

ン

か
ら
日
用
物
資
を
積
み
羅
津

ナ

ジ

ン

に
入
港

し
、
そ
こ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
中
国
に
持
っ
て
い
く　
。　

逆　
に　
、　
中　
国　
か　
ら　
は　
木　
材　
を　
コ　
ン　
テ　
ナ　
船　
に　
持　
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
当
初
、
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

開
発
に
は
そ
れ
ぼ
ど
熱

心
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
と
北
朝
鮮
の
交

流
が
活
発
化
し
て
く
る
状
況
も
あ
り
、
最
近
で
は
熱

心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
地

区
に
ザ
ル
ビ
ノ
と
い
う
漁
港
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
商

業
港
に
改
修
し
、
そ
こ
か
ら
中
国
の
国
境
を
越
え
て

琿
春

フ　
ン　
チ　
ュ　
ン　

ま
で
伸
び
る
鉄
道
の
敷
設
に
着
手
し
、
一
昨
年

●
　
講
演
要
旨
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暮
れ
に
開
通
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

一
帯
の
開
発
は
、
か
な

り
進
ん
で
い
る
。

■
サ
ハ
リ
ン
天
然
ガ
ス
開
発

サ
ハ
リ
ン
の
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
な

か
な
か
開
発
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｓ
法
（
生
産

別
分
与
法
）
が
成
立
し
て
か
ら
、
急
激
に
進
展
し
て

い
る
。
現
在
、
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て

進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、「
サ
ハ
リ
ン
２
計
画
」

は
一
九
九
九
年
か
ら
石
油
を
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
天

然
ガ
ス
を
生
産
す
る
と
い
う
計
画
で
進
ん
で
い
る
。

こ
の
サ
ハ
リ
ン
の
計
画
は
、
極
東
シ
ベ
リ
ア
の
経
済

の
重
要
性
を
一
変
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

■
望
ま
れ
る
日
本
の
積
極
的
参
加

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
、
九
年
と
い
う
期
間
と
し

て
は
、
予
想
以
上
に
開
発
が
進
展
し
た
。
し
か
し
、

何
と
し
て
も
日
本
の
関
与
が
非
常
に
少
な
い
。
日
本

は
北
朝
鮮
へ
の
企
業
進
出
も
大
変
少
な
く
、
ま
た
、

先
に
述
べ
た
た
図
們
江

ト
モ
ン
コ
ウ

開
発
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ

ミ
テ
ィ
ー
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
加
入
し
て
い

る
だ
け
で
、
正
式
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
。

日
本
は
、
も
う
少
し
環
日
本
海
経
済
圏
に
対
し
て

興
味
を
示
し
、
積
極
的
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
最
近
の
日
本
経
済
に
つ
い
て

一
九
九
六
年
の
日
本
の
実
質
経
済
成
長
率
が
三
・

二
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
に
は
日
本
の
経
済

に
回
復　
の　
兆　
し　
が　
出　
て　
き　
て　
い　
た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
。　

三　
・　
二　
％　
と
い
う
成
長
率
は
決
し
て
悪
い
数
字
で
は

な
く
、
経
済
が
い
っ
た
ん
成
長
を
始
め
設
備
投
資
が

活
発
化
す
る
と
消
費
が
伸
び
、
消
費
が
伸
び
る
と
再

び
投
資
も
増
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
期
間
は
累

積
的
な
上
昇
を
示
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
九
九
七
年
に
は
、
も
う
少
し
成
長
率

が
高
く
な
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
事
実
、
一
九
九
七
年
の
前
半
は
設
備
投
資
が
拡

大
し
輸
出
も
伸
び
て
経
済
は
好
調
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
九
七
年
の
後
半
に
な
っ
て
急
に
景

気
が
冷
え
始
め
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
大
き
な
原
因

が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
今
回
の
不
況
が
資
産
デ
フ
レ

の
要
素
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本

の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
一
九
九
一
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
て
、
そ

の
後
、
ゼ
ロ
成
長
が
続
い
て
き
た
が
、
九
六
年
に
は

九　
一　
年　
当　
時　
に　
比　
べ　
Ｇ　
Ｎ　
Ｐ　
は　
約　
一　
〇　
％　
近　
く　
上　
回　
っ　

て
高
く
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
資
産
の
価
格
、
例
え

ば
、
商
業
地
の
価
格
は
九
一
年
に
比
較
し
て
九
六
年

は
約
三
分
の
一
、
株
価
は
約
四
割
程
度
で
あ
る
。
Ｇ

Ｎ
Ｐ
が
高
か
っ
た
一
方
で
資
産
価
格
が
下
落
し
て
い

た
と
い
う
と
ろ
に
、
非
常
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。　二
つ
め
は
、　需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
残
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
二
年
か
ら
九
四
年

に
日
本
経
済
は
非
常
に
低
い
成
長
で
あ
っ
た
た
め
、

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
は
難
し

い
問
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
九
七
年

度
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
三
％
程
度
は
需
要
不
足
が

あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
財
政
赤
字
の
懸
念
か
ら
九

七
年
に
厳
し
い
抑
制
政
策
を
と
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
個
人
消
費
の
面
で
は
消
費
税
を
三
％

か
ら
五
％
に
引
き
上
げ
、
こ
れ
で
約
五
兆
円
の
マ
イ

ナ
ス
、
特
別
減
税
の
中
止
に
よ
っ
て
約
二
兆
円
の
マ

イ
ナ
ス
、
社
会
保
障
の
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
に
よ

り
約
二
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
合
わ
せ
て
約
九
兆
円
の

抑
制
で
あ
る
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
五
〇
〇
兆
円
で
、

そ
の
う
ち
約
六
割
が
消
費
で
あ
る
か
ら
、
消
費
は
約

三
〇
〇
兆
円
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
九
兆
円
の
抑
制
は

消
費
の
約
三
％
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

公
共
投
資
の
抑
制
に
よ
り
約
三
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
合
計
で
約
一

二
兆
円
の
仰
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
設
備

投
資
の
回
復
が
あ
っ
も
の
の
、
年
度
後
半
の
一
二
兆

円
と
い
う
非
常
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
よ
っ

て　
、　
せ　
っ　
か　
く　
の　
回　
復　
の　
兆　
し　
が　
無　
く　
な　
っ　
て　
し　
ま　

っ　
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
予
想
外
の
混
乱
が
生
じ

た
。
九
七
年
七
月
の
タ
イ
の
バ
ー
ツ
下
落
が
き
っ
か

5

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済

●
　
21
世
紀
の
日
本
と
環
日
本
海
経
済



8

け
と
な
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
全
面
的
な
マ
イ
ナ
ス

が
生
じ
た
。
昨
年
末
に
は
、
多
く
の
国
々
に
対
し
て

日
本
の
輸
出
が
前
年
を
下
回
る
と
い
っ
た
影
響
が
出

て
き
て
い
る
。

政
府
は
一
方
で
財
政
構
造
改
革
の
法
律
が
あ
る
た

め
、
政
策
転
換
は
実
施
し
に
く
い
が
、
次
第
に
転
換

を
始
め
た
。

現
在
の
日
本
経
済
は
、
前
述
し
た
と
お
り
資
産
の

デ
フ
レ
と
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
併
存
す
る
複
合

不
況
で
あ
る
。
ま
ず
、
資
産
対
策
と
し
て
銀
行
に
対

し
て
三
〇
兆
円
の
資
金
を
投
入
し
て
銀
行
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
改
善
を
図
っ
た
。

私
は
今
年
の
初
め
に
衆
議
院
で
参
考
人
と
し
て
意

見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
際
、
二
つ
の
意
見

を
言
っ
た
。
一
つ
は
、
銀
行
に
対
し
て
の
三
〇
兆
円

の
う
ち
一
七
兆
円
は
預
金
者
保
護
の
た
め
に
活
用
さ

れ
る
の
で
問
題
な
い
が
、
残
り
一
三
兆
円
を
銀
行
の

資
産
を
改
善
す
る
た
め
に
政
府
の
資
金
を
導
入
し
て

銀
行
の
優
先
株
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、
「
貸
し
渋
り
」

の
状
況
も
相
当
あ
っ
た
の
で
、
私
は
銀
行
の
経
営
内

容
を
透
明
化
し
た
り
経
営
者
責
任
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
っ
た
条
件
を
付
け
た
う
え
で
「
や
む
を
得
な
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
意
見
を
言
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
需
給
を
改
善
す
る
た
め

に
減
税
と
公
共
投
資
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
を
言
っ
た
。
現
在
の
状
況
は
前
述
し
た
と
お
り

複
合
不
況
で
あ
る
の
で
、
金
融
対
策
も
重
要
で
あ
る

が
、
や
は
り
、
金
融
対
策
よ
り
も
所
得
対
策
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
政
府
は
二
兆
円
の
特
別
減
税
を
橋
本
総
理

大
臣
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
実
施
し
た
の
だ
が
、
九
兆

円
の
引
き
締
め
を
実
施
し
た
後
に
二
兆
円
を
返
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
〇
兆
円
程
度
の
有
効
需
要
創
出
策

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
言
っ
た
。
実
際
に
は

十
六
兆
円
の
公
共
投
資
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
十
六
兆
円
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
…

有
効
需
要
に
繋
が
る
部
分
が
ど
の
程
度
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
七
兆
円
の
公
共
投
資
を
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
財
政
構
造
改
革
法
か
ら
す
る

と
減
税
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
余
地
は
少
な
い
わ
け

だ
が
、
私
は
五
兆
円
程
度
の
減
税
を
実
施
す
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
来
て
政
府
も
一
九

九
七
年
度
の
抑
制
型
の
経
済
政
策
を
一
八
〇
度
転
換

し
た
と
い
え
る
。

こ
の
政
策
の
結
果
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い

て
の
現
在
の
一
般
的
な
見
方
は
、
減
税
を
実
施
し
て

も
消
費
性
向
が
低
下
し
て
い
る
現
状
で
は
消
費
に

対
す
る
効
果
は
少
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
新
年
度
の
経
済
成
長
に
つ
い
て
も
大
き
く

は
期
待
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
九
七
年
度
の
経
済
成
長
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・

五
％
程
度
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
成
長

は
政
府
の
過
剰
な
抑
制
政
策
の
結
果
で
あ
る
の
で
、

政
府
が
政
策
を
転
換
す
れ
ば
、
九
八
年
度
の
経
済
成

長
率
は
割
合
に
高
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
九
七
年

度
に
行
わ
れ
た
消
費
の
抑
制
は
無
く
な
り
、
公
共
投

資
に
つ
い
て
も
九
六
年
度
と
九
七
年
度
の
マ
イ
ナ
ス

三
兆
円
か
ら
今
度
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
九
八
年
度
に
そ
れ
ぼ
ど
低
い
成
長
率
が
続
く

と
は
考
え
る
の
は
根
拠
に
乏
し
い
。
私
は
九
八
年
度

の
経
済
成
長
率
を
二
％
以
上
と
考
え
て
い
る
。
日
本

の
経
済
成
長
の
条
件
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど

悲
観
的
に
な
る
必
要
は
な
い
。
貯
蓄
率
の
高
さ
や
技

術
の
進
歩
と
い
っ
た
条
件
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
て

い
な
い
の
で
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る
よ
う
な
政
策

を
実
施
す
れ
ば
、
成
長
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

■
国
際
経
済
情
勢
と
環
日
本
海
経
済

九
八
年
度
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
需
要
の
伸
び
は
期

待
で
き
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
成
長
が
鈍

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
世
界
経

済
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
に

重
点
を
移
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
、
北
東
ア
ジ
ア
は
経
済
的
に
低
い
地
位

に
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
と
異
な
っ
て
拡
大
の
可
能

性
が
あ
る
。
中
国
の
市
場
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
が
、

ロ
シ
ア
の
シ
ェ
ア
も
拡
大
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら

の
輸
入
は
、
最
近
に
な
っ
て
水
産
物
、
林
産
物
以
外

に
ア
ル
ミ
が
増
加
し
て
い
る
。
輸
出
は
、
非
常
に
停

滞
し
て
い
た
が
、
最
近
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

日
本
の
国
内
的
に
は
内
需
の
拡
大
、
対
外
的
に
は

北
東
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
拡
大
に
よ
っ
て
、
今
後
の
日

本
経
済
が
安
定
し
た
成
長
を
回
復
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

●
　
講
演
要
旨
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